
 

 

 

 

 

貝毒検査の結果について 

 屋島周辺海域における二枚貝の出荷の自主規制要請の解除 

  令和７年 6月 3日に実施した貝毒検査において、屋島周辺海域（下図参照）の養殖

マガキから、国の定める規制値（4MU（マウスユニット）/g）を超える、麻痺性貝毒

（6.2MU/g）が検出されたことから、当該海域で操業可能な関係漁業協同組合に対し

二枚貝の出荷の自主規制を要請していましたが、昨日実施した検査結果において、同

海域の養殖マガキが出荷自主規制要請の解除条件（3 週間連続して規制値以下）を満

たしたため、本日から屋島周辺海域における二枚貝の出荷自主規制要請を解除しまし

た。 

＜参考＞ 

・1MU/g（マウスユニット/グラム）：体重 20g のマウスが 15 分で死ぬ麻痺性貝毒の毒量 

・麻痺性貝毒の出荷自主規制値：4MU/g 

 

 県民の皆様へ 

   県内海域では、出荷の自主規制要請は全て解除されましたが、他県では、引き続

き貝毒による出荷の自主規制要請が実施されている海域があります。潮干狩り等を

行う際には、各自治体のホームページ等で事前に安全性を確認した上で行ってくだ

さい。 

 

二枚貝の出荷の自主規制を要請した屋島周辺海域（下図 ③ の区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【屋島周辺海域】 

高松市庵治町御殿鼻と同市大島東南端を結ぶ直線、同市大島アバギノ鼻と同市屋島西

町長崎鼻を経て高松市朝日町陸岸に至る直線及び陸岸で囲まれた範囲 

 

屋島周辺 

【今回規制解除】 

令和 7 年６月 25 日(水) 

【漁業操業及び出荷の自主規制関係】 

水産課 総務・豊かな海づくりｸﾞﾙｰﾌﾟ 

担当者：秋山(3955) 電話 087-832-3474 

【貝毒による食中毒の防止関係】 

生活衛生課 総務・乳肉衛生･動物愛護ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

担当者：近藤（3261）電話 087-832-3179 



令和７年度の貝毒検査結果 

判定日 海域 検査対象 結果 

4/2 備讃瀬戸西部 アサリ 未検出 

4/8 播磨灘南西部 

播磨灘南西部 

アカガイ 

トリガイ 

未検出 

 〃 

4/18 播磨灘沿岸 

備讃瀬戸東部 

屋島周辺 

マガキ 

 〃 

 〃 

未検出 

 〃 

 〃 

5/16 播磨灘沿岸 

備讃瀬戸東部 

屋島周辺 

マガキ 

 〃 

 〃 

未検出 

 〃 

 〃 

5/30 屋島周辺 マガキ 3.5MU/g 

6/3 屋島周辺 マガキ 6.2MU/g 

6/5 播磨灘沿岸 マガキ 未検出 

6/10 屋島周辺 マガキ 3.0MU/g 

6/13 播磨灘沿岸 

備讃瀬戸東部 

小豆島北部 

屋島周辺 

マガキ 

 〃 

 〃 

 〃 

未検出 

 〃 

 〃 

 〃 

6/17 屋島周辺 マガキ 2.0MU/g 

6/24 屋島周辺 マガキ 2.4MU/g 

 


